
バリアフリー計画
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地上（1階）

施設用駐車場
出入口
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２ 階

バリアフリー計画
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３ 階

バリアフリー計画



自 転 車 駐 車 場
地区周辺における自転車駐車場 の 現状
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※ 「ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場５」は，平成27年11月に廃止。
「ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場７」及び「ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場８」は令和元年９月３０日に廃止します。



自 転 車 駐 車 場
地区周辺における自転車駐車場 の 現状
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自転車（台）

（収容台数）

原動機付自転車（台）

（収容台数）

市

営

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場１ 定期 ９１ ５０

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場２ 定期 １７８  

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場３ 定期・一時利用 ３４８ ４３

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場４ 定期  ７３

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場６ 定期 ６７ ２０

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場７ 定期  １９

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場８ 定期 ３３  

ＪＲ芦屋駅南自転車駐車場９ 定期 ２４  

小 計 ７４１ ２０５

民

営

シスムＪＲ芦屋駐輪場１ 一時利用 ３５０  

シスムＪＲ芦屋駐輪場２ 定期 ３２８  

シスムＪＲ芦屋駐輪場３ 定期 ５８５  

小 計 １，２６３  

モンテメール駐輪場 定期・一時利用 ３７０ ９０

合 計 ２，３７４ ２９５

（平成３０年１１月時点）



自 転 車 駐 車 場
自転車駐車場の整備計画の 考え 方
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平成２６年度に利用実態調査を行い，下記の手順で自転車の需要予測台数（ カッコ内は，原動機付
自転車台数）を算定し，新たに整備をする自転車駐車場の収容計画台数を定めています。

自転車駐車場の収容台数は，２，４７９台（３１１台）あります。

調査時点から自転車駐車場の廃止や収容台数の増減があったため，現在の収容
台数は２，３７４台（２９５台）です。

実際に利用されている台数は，１，７９３台（１９０台）あり，

収容台数に対する割合は７２％（６１％）です。

地区周辺の自転車駐車場の利用状況や，将来人口推計に基づき算定した

需要予測台数は，１，９６６台（２１３台）です。

自転車利用需要量を基に，駅への自転車利用が想定される範囲や，将来の世代別
人口を考慮し，需要台数を予測しています。

需要予測台数からモンテメール駐輪場の収容台数３７０台（９０台）を

控除した１，５９６台（１２３台）を整備必要台数としています。

整備必要台数から計画台数は，約１，６１０台（約１２０台）とし，

自転車置場については，需要実態を考慮し，平置きを約２２５台，

ラック式を約１，３８５台としています。

収容台数

利用台数

整備必要台数

計画台数

需要予測
台数



自転車駐車場（交通広場地下）
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約45ｍ

約65ｍ

駐輪台数

自転車 約1,610台

原動機付
自転車 約 120台

25

自転車駐車場（交通広場地下）



■安全性・快適性の向上 ・歩行者と通行車両とを分離し，安全・安心な歩行者動線を確保

■利便性・回遊性の向上 ・駅と再開発ビル，周辺施設を結ぶ回遊動線としてスムーズな人
の流れを創出

■ふれあいと安らぎ空間 ・駅前のほっと一息つける居場所を確保し，心地よさを感じさせ

の演出 る場を創出
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Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

東西それぞれの通路の動線上に大
きな溜り空間東側約700㎡，西側
約650㎡を計画

再開発ビル側に溜りの空間
約160㎡を計画

南北の動線と一体的に溜り
の空間約400㎡を計画

ペデストリアンデッキ

整
備
方
針

広場を中心とした賑わいや
安らぎの空間を創出

再開発ビルと一体となった
開放的な空間

再開発ビルと駅とをつ
なぐ，シンプルで機能
的なデザイン



A案 東西それぞれの通路の動線上に大きな溜り空間を計画
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ペデストリアンデッキ



Ａ案のペデストリアンデッキを配置した模型

再開発ビル

バス・タクシー乗降場

ＪＲ芦屋駅
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ペデストリアンデッキ



B案 再開発ビル側に溜りの空間を計画
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ペデストリアンデッキ



Ｂ案のペデストリアンデッキを配置した模型

再開発ビル

バス・タクシー乗降場

ＪＲ芦屋駅
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ペデストリアンデッキ



C案 南北の動線と一体的に溜りの空間を計画
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ペデストリアンデッキ



Ｃ案のペデストリアンデッキを配置した模型

再開発ビル

バス・タクシー乗降場

ＪＲ芦屋駅
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ペデストリアンデッキ


